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一　

千
句
連
歌

　

連
歌
は
常
に
宗
教
的
で
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
る
千
句
連
歌
は
特
に
宗
教

的
色
彩
が
濃
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
古
来
の
連
歌
を
継
承
し
よ
う
と
す

る
本
式
的
な
連
歌
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
福
岡
県
行
橋
市
の
須
佐
神

社
で
行
わ
れ
た
法
楽
連
歌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
復
活
し
た
。
須
佐
神

社
で
は
室
町
時
代
よ
り
続
く
夏
祭
り
に
連
歌
が
行
わ
れ
、
明
治
以
降
の
連

歌
衰
退
期
に
も
祭
礼
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
当
時
の
高
辻

安
親
宮
司
の
企
画
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

昭
和
六
十
二
年
五
月
、
大
阪
市
の
杭
全
神
社
（
藤
江
正
謹
宮
司
）
で
浜

千
代
清
氏･

島
津
忠
夫
氏
を
中
心
に
月
次
連
歌
が
復
興
し
た
。
平
成
元
年

四
月
、
京
都
市
の
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
光
田
和
伸
氏
に
よ
っ
て
連

歌
研
究
会
が
催
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
本
式
的
な
連
歌
に
よ
る
京
都
連
歌
の

会
が
発
足
し
、
毎
年
、
二
月
と
十
一
月
に
は
北
野
天
満
宮
で
梅
ヶ
枝
連
歌

･

紅
葉
連
歌
、
四
月
に
は
東
寺
の
花は
な
の
も
と

の
下
連
歌
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
後
、
北
は
山
形
県
の
高
畠･

茨
城
県
の
古
河
、
南
は
熊
本
県
の
八
代

な
ど
全
国
的
に
連
歌
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。

　

現
行
の
連
歌
は
四
十
四
句
を
連
ね
る
世
吉
形
式
の
連
歌
で
あ
る
が
、
本

来
、
中
世
以
来
の
連
歌
の
基
本
は
百
句
連
ね
る
百
韻
連
歌
で
あ
り
、
戦
勝

や
築
城
な
ど
の
慶
事
や
、
年
忌
や
追
悼
な
ど
の
弔
事
に
は
百
韻
を
十
巻
連

ね
た
千
句
連
歌
が
行
わ
れ
、
社
寺
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
か
ら
昭
和
六
十
三
年
に
か
け
て
奥
田
勲
氏･

島
津
忠
夫

氏
に
よ
っ
て
古
典
文
庫
か
ら
以
下
の
よ
う
な
『
千
句
連
歌
集
』
八
冊
が
刊

行
さ
れ
、
代
表
的
な
千
句
連
歌
を
見
る
の
に
ま
こ
と
に
便
利
で
あ
る
。 

一
文
和
千
句 

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
五
月
救き
ゆ
う
ぜ
い済･ （
二
条
良
基
（

御･

永
運･

周
阿
ら

　

 

紫
野
千
句 
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
夏
ま
で
か
。
救
済･

成じ
ょ
う
あ阿･

周

戦
国
武
将
の
千
句
連
歌

―
明
智
光
秀
の
五
吟
一
日
千
句
を
中
心
に
―

鶴
　
﨑
　
裕
　
雄

　



282

阿
ら

　

 

初
瀬
千
句 

享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
頃 

春 

北
畠
教
具･

宗
砌･

日
晟
ら

二
文
安
月
千
句 
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
八
月 

宗
砌･

日
晟･

専
順
ら

　

文
安
雪
千
句 
文
安
二
年
冬 

行
助･

能
阿･

智
蘊･

宗
砌
ら

　

 

顕
証
院
会
千
句 
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
八
月 

忍
誓･

宗
砌･

専
順
ら

三
宝
徳
四
年
千
句 

宝
徳
四
年 
宗
砌･

賢
盛･

専
順･

日
晟
ら

　

 

享
徳
千
句
（
小を
が
も
せ
ん
く

鴨
千
句
） 
享
徳
二
年
（
一
四
五
二
）
小
鴨
之
基
（
山
名

家
臣
）･

宗
砌
ら

　

 

異
体
千
句 

康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
源
意
独
吟
。
源
氏
国
名
な
ど
賦
物

四 

美
濃
千
句 

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
革
手
城
興
行
、
専
順･

宗
祇･

紹
永

　

 

因
幡
千
句 

文
明
七
年 

専
順･

覚
阿･

宗
春
（
兼
載
）･
紹
永
ら

　

 

表お

さ佐
千
句 

文
明
七
年 

専
順･

覚
阿･

宗
春
（
兼
載
）･
紹
永
ら

五 

熊
野
千
句 

寬
正
五
年
（
一
四
六
四
）
勝
元･

盛
長･

心
敬･
専
順･

宗
祇
ら

　

 

川
越
千
句 

文
明
二
年 

太
田
道
真･

心
敬･

宗
祇･

鈴
木
長
敏

　

 

三
島
千
句 

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
今
川
氏
親
関
東
戦
勝
を
宗
長
独
吟

六 

葉
守
千
句 

長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
種
玉
庵
で
宗
祇･

肖
柏･

宗
友

･

宗
長

　

名
所
千
句 

成
立･

作
者
未
詳 

宗
鱗
の
独
吟
か

　

 

東
山
千
句 

永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
能
勢
頼
豊
追
悼
。
実
隆･

宗

長
ら

七 

伊
庭
千
句 

大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
種
村
貞
和
依
頼 

実
隆･

宗
碩･

宗
長

　

 

永
原
千
句 

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
永
原
吉
綱･

宗
祇･

兼
載･

紹

永
ら

　

 

池
田
千
句 

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
？ 

肖
柏･

玄
清･

宗
碩
（
十
花

千
句
）

八 

飯
盛
千
句 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
三
好
長
慶
主
催 

宗
養･

紹
巴･

玄
哉
ら

　

 

大
原
野
千
句 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
幽
斎
主
催 

道
澄･

実
澄･

紹

巴
ら

　

 

高
野
千
句 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
昌
琢･

昌
俔･

玄
陳･

玄
的･

寛
佐
ら

二　

公
家
の
和
歌･

武
士
の
連
歌

　

一
般
的
に
公
家
は
和
歌
を
、
武
士
は
連
歌
を
好
む
傾
向
に
あ
る
。
連
歌

師
宗
長
の
著
書
と
い
わ
れ
る
『
連
歌
比
況
集
』（
小
学
館
日
本
古
典
文
学

全
集
）
の｢
城
攻
め
・
合
戦｣

の
項
は
、
武
士
と
連
歌
を
結
ぶ
象
徴
的
な
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連
歌
論
で
あ
る（

（
（

。
宗
長
は
若
年
、
今
川
義
忠
に
仕
え
、
実
戦
に
従
軍
し
た

経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
武
士
の
戦
場
で
得
た
連
歌
論
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　

城
攻
め
・
合
戦

　
　

 

連
歌
と
歌
と
の
難
易
を
申
さ
ば
、
歌
は
題
を
取
り
て
起
き
臥
し
て
案

じ
、ま
た
抄
物
を
も
見
合
は
せ
て
詠
む
物
な
り
。
連
歌
は
列
座
し
て
、

人
の
句
に
我
付
け
、
我
が
句
に
人
付
く
る
物
な
れ
ば
、
物
を
見
る
に

も
及
ば
ず
。
油
断
し
て
は
不
可
叶
物
な
り
。
た
と
へ
ば
、
歌
は
城
攻

め
を
せ
ん
が
ご
と
し
。
城
の
切
岸
へ
付
き
て
返
り
、
壁
尺
の
木
な
ど

を
結
ひ
て
、
物
の
具
脱
ぎ
置
き
て
、
折
を
待
ち
て
攻
む
る
物
な
り
。

連
歌
は
打
ち
出
で
て
合
戦
す
る
が
ご
と
し
。
難
易
こ
の
中
に
あ
り
。

よ
く
よ
く
工
夫
す
べ
し
。

　

戦
国
時
代
、
連
歌
師
た
ち
は
各
地
の
豪
族
に
招
か
れ
て
旅
を
続
け
た
。

そ
の
時
々
の
連
歌
会
や
発
句
が
句
集（
宗
祇
の『
老
葉
』や『
下
草
』な
ど
）

や
紀
行
（
宗
長
の
『
宗
長
手
記
』
や
宗
牧
の
『
東
国
紀
行
』
な
ど
）
に
記

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
千
句
連
歌
に
注
目
し
た
い
。

　

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
春
、
摂
津
の
国
人
領
主
、
能
勢
頼
則･

池

田
正
種･

伊
丹
元
親･

塩
川
秀
満
ら
が
、摂
津
守
護
細
川
政
元
の
発
句（
第

一
の
百
韻
発
句
）
を
得
て
千
句
連
歌
を
興
行
し
た
。｢

於
新
住
吉
御
千
句
」

と
あ
る
の
で
住
吉
明
神
を
勧
進
し
た
連
歌
で
あ
ろ
う
。
摂
津
の
国
人
領
主

た
ち
は
守
護
細
川
政
元
の
被
官
で
あ
っ
た
。（｢

於
新
住
吉
御
千
句
発
句
脇

第
三｣

大
阪
天
満
宮
）。

　

長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
三
月
に
、
同
じ
く
摂
津
の
国
人
領
主
が
守
護

細
川
政
元
の
発
句
で｢

於
摂
州
千
句｣

を
興
行
し
て
い
る
。
そ
の
第
二
の

百
韻
の
発
句
は
宗
祇
の
作
で
、『
下
草
』（
初
編
）
に
、

　
　
　

能
勢
頼
則
許
に
て
侍
し
拙
句
に

　
　

花
や
あ
ら
ぬ
お
も
ひ
か
へ
せ
は
世
々
の
春

と
あ
る
。

　
『
宗
長
手
記 

下
』
に
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）、
管
領
細
川
高
国
に
依

頼
さ
れ
て
連
歌
師
の
宗
長
と
宗
碩
が
伊
勢
神
宮
に｢

伊
勢
千
句｣

を
奉
納

す
る
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
に
は
、

　
　

 

此
千
句
の
事
、
今
の
管
領
高
国
江
州
よ
り
御
入
洛
の
刻
、
御
法
楽
と

し
て
立
願
申
せ
し
事
也
。

と
あ
る
。
高
国
が
都
を
追
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
近
江
か
ら
上
洛
す
る

時
（
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）･

五
年
、
ま
た
は
永
正
十
七
年
の
政
変
の

頃
か
）、
伊
勢
神
宮
に
祈
願
し
た
。
そ
の
奉
納
連
歌
を
宗
長
に
頼
ん
だ
の

で
あ
る（

（
（

。

　

天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）、
宗
牧
は
『
東
国
紀
行
』
の
白
河
の
関
一

見
の
旅
に
出
た
。
途
中
、三
河
の
西
郡
（
愛
知
県
蒲
郡
市
）
で
国
人
領
主
、

鵜
殿
氏
と
松
平
氏
の
千
句
連
歌
に
出
座
し
た
。
紀
伊
国
出
身
の
鵜
殿
氏
と

三
河
に
勢
力
を
持
つ
松
平
氏
が
と
も
に
支
配
す
る
西
郡
の
千
句
で
あ
る（

（
（

。
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武
士
の
共
同
統
治
を
象
徴
す
る
よ
う
な
千
句
連
歌
で
あ
る
。

三　

三
好
長
慶
の
千
句

　

現
在
、
三
好
長
慶
の
千
句
連
歌
は
三
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
は
天

文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
六
月
の｢

天
文
三
好
千
句｣

、
二
は
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
七
月
の｢

瀧
山
千
句｣
、
三
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
五

月
の｢

飯
盛
千
句｣

で
あ
る
。
こ
の
内
、｢

瀧
山
千
句｣

は
摂
津
の
瀧
山

城
で
の
千
句
で
、
発
句
に
は
次
の
よ
う
に
摂
津
の
名
所
（
歌
枕
）
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
。

　
　

第
一
発
句 

難
波
津
の
言
の
葉
お
ほ
ふ
霞
哉 

長
慶

　
　

第
二
発
句 

住
吉
と
い
ふ
名
に
め
て
よ
帰
る
雁 
宗
養

　
　

第
三
発
句 

花
そ
ち
る
山
に
は
春
や
水
瀬
川 

為
清

　
　

第
四
発
句 

ぬ
き
と
め
ぬ
玉
江
の
波
か
飛
ぶ
蛍 

玄辻
　

哉

　
　

第
五
発
句 

湊
川
夕
塩
こ
え
て
夏
も
な
し 

範芦
屋
神
主与

　
　

第
六
発
句 

み
し
や
い
つ
今
朝
初
島
の
霧
間
哉 

快兵
庫
久
遠
寺玉

　
　

第
七
発
句 

氷
し
や
須
磨
の
月
こ
そ
夜
の
海 

正
秀

　
　

第
八
発
句 

鹿
の
音
や
生
田
の
沖
の
山
颪 

元
理

　
　

第
九
発
句 

舎
り
せ
よ
浦
は
蘆
の
屋
初
時
雨 

等
恵

　
　

第
十
発
句 

布
引
の
は
た
は
り
広
し
雪
の
瀧 

宗
松
弾
久
代養

　

三
つ
目
の｢

飯
盛
千
句｣

は
長
慶
の
最
後
の
居
城
と
な
っ
た
飯
盛
城（
大

阪
府
大
東
市
）
で
の
千
句
で
、
各
発
句
に
は
次
の
よ
う
に
五
畿
内
の
名
所

と
夏
の
月
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　

第
一
発
句 

汲
わ
す
れ
く
み
し
る
月
や
石
清
水 

長
慶

　
　

第
二
発
句 

木
間
も
る
月
影
幾
重
氷
室
山 

宗
養

　
　

第
三
発
句 

春
日
野
の
と
ふ
火
や
蛍
夕
月
夜 

為
清

　
　

第
四
発
句 

茂
る
木
に
月
や
こ
も
り
く
の
初
せ
風 

元
理

　
　

第
五
発
句 

夏
の
夜
の
月
や
水
尾
行
天
河 

玄
哉

　
　

第
六
発
句 

月
残
る
か
た
野
や
行
ゑ
郭
ほ
と
と
ぎ
す公 

直
識

　
　

第
七
発
句 

在
明
や
花
も
待
ら
ん
五
月
山 

淳
世

　
　

第
八
発
句 

影
涼
し
月
や
堀
江
の
玉
柏 

紹
巴

　
　

第
九
発
句 

月
出
て
夏
や
し
の
田
の
森
の
露 

快
玉

　
　

第
十
発
句 

こ
ぬ
秋
や
月
に
ふ
け
井
の
沖
津
風 

一
舟

　

こ
の
よ
う
に｢

瀧
山
千
句｣

と｢

飯
盛
千
句｣

の
発
句
に
詠
ま
れ
た
名

所
は
摂
津
国
か
ら
五
畿
内
へ
と
長
慶
の
勢
力
拡
大
の
意
識
が
窺
わ
れ
、
千

句
に
賭
け
る
長
慶
の
願
望
が
窺
わ
れ
る（

（
（

。

四　

天
下
人
、
信
長･

秀
吉･

家
康
の
連
歌

　

三
好
長
慶
は
連
歌
好
き
の
ト
ッ
プ
と
い
え
よ
う
。『
猿
の
草
紙
』
に
、　
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当
時
の
先
達
な
れ
ば
宗
養
召
下
さ
ば
や
と
思
へ
ど
も
、
河
内
の
飯
盛

へ
下
向
の
よ
し
聞
及
間
…
…

と
あ
っ
て
、
連
歌
師
宗
養
が
い
つ
も
長
慶
の
許
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
か

の
よ
う
で
あ
る
。
長
慶
連
歌
に
は
、
一
流
の
連
歌
師
を
招
い
て
両
吟･

三

吟
な
ど
少
数
の
連
衆
と
連
歌
を
楽
し
む
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
三
好

別
記
』
な
ど
の
軍
記
に
は
、
弟
の
戦
死
を
知
ら
さ
れ
て
も
、｢

葦
間
に
ま

じ
る
薄
一
村｣

と
い
う
前
句
に｢
古
沼
の
浅
き
方
よ
り
野
と
な
り
て｣

と

い
う
句
を
付
け
て
連
衆
を
感
心
さ
せ
た
話
が
載
る
。

　

こ
れ
に
対
し
織
田
信
長
は
舞
の
幸
若
を
好
む
こ
と
は
有
名
だ
が
、
和
歌

･

連
歌
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
家
臣
た
ち
、
細
川
藤
孝
や
明
智

光
秀
な
ど
が
熱
心
で
あ
っ
た
。
天
正
年
間
に
は
、
後
に
茶
の
湯
で
名
高
い

古
田
重
然
（
織
部
）
が
紹
巴･

昌
叱
の
許
に
出
入
り
し
て
い
た
記
録
が
あ

る（
（
（

。

　

豊
臣
秀
吉
に
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
五
月
に
、
毛
利
攻
め
の
戦
勝

祈
願
を
し
た｢

羽
柴
千
句｣

が
あ
る
。
さ
ら
に
関
白
就
任
以
後
、
秀
吉
の

連
歌
は
目
立
っ
て
多
く
な
り
、
特
に
秀
吉
の
発
句
が
多
く
、
一
座
中
の
句

数
も
多
い
。
一
座
中
、
ま
さ
に
天
下
を
占
め
る
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
文

禄
三
年
（
一
五
九
四
）
三
月
、
秀
吉
の
母
大
政
所
の
三
回
忌
が
高
野
山
で

営
ま
れ
、｢

高
野
参
詣
百
韻｣

に
は
家
康
や
細
川
幽
斎･

蒲
生
氏
郷
、
連

歌
師
紹
巴･

昌
叱
ら
が
名
を
連
ね
た（

（
（

。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
十
二
月
、

慶
長
の
役
の
朝
鮮
出
兵
を
前
に
し
て
秀
吉
の｢

夢
想
歌｣

を
発
句･

脇
に

住
吉
明
神
へ
奉
納
連
歌
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら
は
千
句
連
歌
で
は
な
い
が
、

秀
吉
の
連
歌
と
し
て
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
の
連
歌
作
品
は
、
信
長
と
同
様
に
少
な
い
。
前
掲
の｢

高
野

参
詣
百
韻｣

の
ほ
か
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
二
月
、
一
族
の
女
性
の

夢
想
連
歌
を
発
句
に
、
家
康
の
一
族
男
女
一
七
人
が
一
堂
に
会
し
、
一
巡

の
後
、保
科
正
直･

天
野
康
景
ら
近
臣
が
満
尾
す
る
百
韻
で
あ
る
が
、関
ヶ

原
合
戦
の
一
年
半
前
、
伏
見
城
で
の
張
行
か
。
存
疑
の
作
品
で
あ
る
。
家

康
は
和
歌
や
連
歌
に
は
関
心
を
持
た
な
か
っ
た（

（
（

。

五　

明
智
光
秀
と
細
川
藤
孝
の
連
歌
一
覧

　

令
和
二
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ｢

麒
麟
が
く
る｣

は｢

時
は
い
ま

天
が
下
し
る
五
月
哉｣

で
名
高
い
明
智
光
秀
が
主
人
公
で
あ
る
。
本
稿
も

こ
れ
を
機
会
に
光
秀
連
歌
を
纏
め
よ
う
と
し
た
の
が
執
筆
の
発
端
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
光
秀
も
藤
孝
も
連
歌
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る

二
人
の
連
歌
作
品
の
写
本
を
一
覧
に
ま
と
め
て
比
較
し
て
み
た
。
信
長
が

光
秀･

藤
孝
を
従
え
、
足
利
義
昭
を
擁
立
し
て
上
洛
し
た
永
禄
十
一
年

（
一
五
六
八
）
か
ら
本
能
寺
の
変
の
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
十
五
年

間
で
あ
る
。
一
覧
を
ま
と
め
る
の
に
明
治
書
院
の『
連
歌
総
目
録
』（
平
９
）



286

と
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。
一
覧
の
記
載
順
は

年
月
日
、
発
句
、
連
衆
、［　

］
に
写
本
の
所
在
す
る
図
書
館
、
神
社
な

ど
を
記
し
た
。

　

な
お
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
七
月
、
光
秀
は
惟
任
の
姓
を
名
乗
っ
て

｢

惟
任
日
向
守｣

と
呼
ば
れ
、
藤
孝
も
同
じ
頃
よ
り
居
城
の
あ
る
長
岡
の

姓
を
名
乗
っ
て｢

長
岡
兵
部
大
輔｣

と
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は｢

明
智

光
秀｣

｢

細
川
藤
孝｣

で
記
す
。

　

光
秀
の
連
歌
作
品

①
永
禄
11 

11 

15

｢

雲
に
月
光
隔
て
ぬ
霰
哉｣
良
（
右
筆
明
院
（

政･

藤
孝･ （
聖
護
院
道
澄
（

白･

紹

孝･

白･

紹
巴･

清
誉
上
人･

昌
叱･

雅（
飛
鳥
井
（敦･

心
前･

玄
哉･

光
秀
ら

［
大
阪
天
満
］

②
元
亀
元
3 

21

｢

朝
な
朝
な
立
ち
枝
か
た
ふ
く
柳
哉｣
勝
長･
紹
巴･

藤
孝･

昌
叱･

心
前･

賢
盛･

光
秀
ら
［
天
理
］

③
天
正
2 

1 

24｢

梅
柳
香
も
色
も
お
し
今
朝
の
雪｣

紹
巴･

光
秀･

江（
三

位
）･

里
計･

永
純
［
天
理
］

④
天
正
2 

1 

26

｢

立
ち
か
へ
は
霞
を
う
つ
せ
宮
柱｣

光
秀･

覚
祐･

紹

巴･

江
（
三
位
）･

永
純･

宗
治
ほ
か
［
大
阪
天
満･

天
理
］

⑤
天
正
2 

7 

4

｢

真
木
の
板
の
継
橋
白
し
夕
月
夜｣

（
宇
治
橋
造
）
紹
巴

･

直（
原
田
（政･

藤
孝･

光
秀･

昌
叱･

心
前･

重
（
古
田
織
部
（

然
ら
［
熊
本
八
代
］

⑥
天
正
2
閏
1 

12

｢

大
船
の
雪
に
静
け
き
堀
江
哉｣

（
船
中
之
御
参
会
）

藤
孝･

光
秀･

紹
巴･

昌
叱･

心
前
ら
［
大
阪
天
満
］

⑦
天
正
5 

4 

6

｢

山
た
か
み
越
き
て
ち
か
し
郭
公｣

（
第
五
＝
千
句
の
一

つ
か
）
英
怙･

紹
巴･

宥
（
愛
宕
西
坊
（

源･

宗
及･

光
秀･

兼
如･

藤
孝･

行
（
愛
宕
上
坊
（祐

･

昌
叱･

心
前･

祐
円
ら
［
内
閣
文
庫 

賜
蘆
拾
葉
24
］

⑧
天
正
6 

3 

10

｢

花
盛
さ
ら
に
雲
井
の
軒
端
哉｣

白･

光
秀･

藤
孝･

紹
巴･

昌
叱･

英
怙･

利
斎
藤（
と
し
み
つ
（

三･

兼
如･

光
慶
ら
［
国
会
］

⑨
天
正
8 

1 

23

｢

解
渡
る
氷
に
深
し
谷
の
声｣

紹
巴･

光
秀･

心
前･

利
三･

行
祐･

昌
叱･

宥
源･

光
慶
ら
［
河
野
記
念
館
］

⑩
天
正
9 

11 

19
『
五
吟
一
日
千
句
』｢

降
る
雪
に
花
咲
き
草
の
軒
端
哉｣

光
秀･

秀
就･

心
前･

紹
巴･

昌
叱･

能
閑
（
執
筆
）［
大
阪
天
満
］

⑪
天
正
10 

1 

9

｢

さ
ざ
れ
石
の
巌
に
契
れ
花
の
春｣

光
秀･

藤
孝･

紹

巴･

昌
叱･

秀
仍･

利
三･

宗
及･

光
慶
ら
［
書
陵
部
］

⑫
天
正
10 

5 

24

｢

時
は
今
雨
が
下
し
る
五
月
哉｣

光
秀･

行
祐･

紹
巴･

宥
源･

昌
叱･

心
前･

兼
如･

行
澄･

光
慶
［
大
阪
天
満
］

　

藤
孝
の
連
歌
作
品

①
永
禄
11 

11 

15

｢

雲
に
月
光
隔
て
ぬ
霰
哉｣

良
政･

藤
孝･

白･

紹
巴･

清
誉
上
人･

昌
叱･

雅
敦･

心
前･

玄
哉･

光
秀
ら
［
大
阪
天
満
］（
光

秀
①
）
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②
永
禄
12 

2 

5

｢

な
び
く
世
や
よ
の
く
に
ま
て
の
春
霞｣

宰
相
中
将･

聖
護
院
（
白
）･

右
大
将･

大
覚
寺･

藤
孝･

紹
巴
ら
［
早
稲
田
伊
地

知
文
庫
］

③
永
禄
12 

8 

7

｢
波
し
ろ
し
き
り
や
の
ほ
り
せ
朝
嵐｣

（
三
吟
）
紹
巴･

藤
孝･

昌
叱･

宗
及（
執
筆
）［
大
阪
天
満･

書
陵
部･

国
会
連
歌
合
集
］

④
元
亀
元
2 

3

｢

水
と
り
も
春
に
陰
ふ
む
柳
哉｣

白･

紹
巴･

藤
孝･

清
誉･

雅
敦･

昌
叱･

心
前･
玄
哉
ら
［
早
稲
田
伊
地
知
文
庫
］

⑤
元
亀
元
2 

22

｢

し
た
露
に
花
の
香
う
く
る
袂
哉｣

（｢

第
八｣

→
千
句
）

藤
孝･

信
堅･

昌
叱･

心
前･

禅
興
ら
［
大
阪
天
満
］

⑥
元
亀
元
2 

22

｢

目
か
れ
せ
ぬ
心
を
花
の
ね
さ
し
哉｣

聖
護
院･

禅
永･

藤
孝･

大
覚
寺･

紹
巴･

禅
興･

雅
敦･

昌
叱･
心
前
ら
［
国
会
連
歌

合
集
］

⑦
元
亀
元
3 

21

｢

朝
な
朝
な
た
ち
枝
か
た
ふ
く
柳
哉｣
勝
長･
紹
巴･

藤
孝･

昌
叱･

龍
三･

心
前･

賢
盛･

光
秀
ら
［
天
理
］（
光
秀
②
）

⑧
元
亀
元
11 

23

｢

冬
な
が
ら
枝
葉
を
見
す
る
木
め
哉｣

紹
巴･

求
政･

藤
孝･

昌
叱･

心
前･

秋
共･

宗
及
ら
［
京
大
国
文
学
］

⑨
元
亀
2 

1 

3

｢

年
こ
え
て
又
あ
ら
玉
の
ひ
か
り
哉｣

禅
興･

紹
巴･

雅
敦･

藤
孝･

慶
典･

昌
叱･

禅
元･

禅
永･

心
前･

玄
哉
ら
［
筑
波

大
北
野
］

⑩
元
亀
2 

1 

18

｢

雪
に
梅
む
も
れ
木
な
ら
ぬ
匂
哉｣

白･

紹
巴･

三
大･

芳
渓･

藤
孝･

雅
敦･

昌
叱･

心
前･

玄
哉･

英
怙
ら
［
京
大
平
松
］

⑪
元
亀
2 

2 

5
～
7
『
大
原
野
千
句
』
白･

藤
孝･

雅（
飛
鳥
井
（敦･

昌
叱･

紹
巴

･

玄
哉･

心
前･

三
（
三
条
西
実
枝
（

大･

英
怙･

了
玄･

英
怙･

宗
仍
ら
［
天
理･

大
阪
天
満･

国
会
連
歌
合
集･

大
阪
大
土
橋
］

⑫
元
亀
2 

4 

16

｢

子
規
こ
こ
ろ
の
ま
つ
を
や
と
り
か
な｣

（
和
漢
）
藤
孝

･

策
彦･

秋
（
尊
信
（･

慶
典･

紹
巴･

昌
叱･

心
前
ら
［
曼
殊
院
目
録
］

⑬
元
亀
2 

8 

6｢

秋
風
の
身
を
分
て
入
袂
か
な｣

肥
後
御
舟
林
中
務
少
輔
、

紹
巴･

守
信･

藤
孝･

昌
叱･

雅
敦･

心
前･

英
怙
ら［
内
閣･

天
理
］

⑭
元
亀
3 

9 

28

｢

と
め
ゆ
け
は
紅
葉
の
中
の
山
路
哉｣

紹
巴･

藤
英･

藤
孝･

雅　

敦･

昌
叱･

心
前･

重
然
ら
［
天
理･

内
閣
］

　

こ
の
年
（
元
亀
三
年
）、
藤
孝
は
紹
巴
よ
り
『
源
氏
物
語
』
講
釈
、

十
二　

月
よ
り
実
枝
よ
り
古
今
集
講
釈
（
古
今
伝
受
）
を
受
け
る
。

⑮
天
正
元
1 

9
～
11
『
嵯
峨
千
句
』
秋･

藤
孝･

芳
漢･

了
玄･

昌
叱･

快
典･

芳
漢･

慶
典･

玉
暹･

玄
哉･

英
怙･

紹
巴･

心
前
ら
［
大
阪

天
満･

太
宰
府
］

⑯
天
正
元
4 

26

｢

勇
と
て
か
へ
な
ん
宿
か
ほ
と
と
き
す｣

紹
巴･

宥
松･

藤
孝･

昌
叱･

秋
共･

心
前
・
直
政･

宗
臨
ら
［
大
阪
天
満
］

⑰
天
正
元
6 

5

｢

は
な
の
時
も
風
を
や
ま
た
ん
夕
涼
み｣

（
両
吟
）
藤
孝

･
紹
巴
。［
天
理･

書
陵
部･

国
会
連
歌
合
集･

大
阪
天
満
］

⑱
天
正
2 
5
＊｢

岩
根
ま
つ
や
木
高
か
れ
や
夏
の
庭｣

紹
巴･

昌
叱･

心
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賜
蘆
拾
葉
］（
光
秀
⑦
）

㉗
天
正
6 

3 

10

｢

花
盛
さ
ら
に
雲
井
の
軒
端
哉｣

白･

光
秀･

藤
孝･

紹
巴･

昌
叱･

英
怙･

求
政･

利
三･

兼
如･

光
慶
ら
［
国
会
連
歌
合

集
］（
光
秀
⑧
）

㉘
天
正
6 

4 

24

｢

さ
そ
ふ
水
に
任
す
る
風
の
螢
哉｣

元
倡･

玄
旨･

栄

祐･

継
春･

栄
延･

但
阿
（
玄
旨
の
名
乗
→
存
疑
）［
天
理
］

㉙
天
正
6 

8 

25

｢

立
鴫
も
月
を
に
こ
さ
ぬ
汀
哉｣

紹
巴･

藤
孝･

玄
以･

昌
叱･

宗
波･

心
前･

宗
及･

重
然
ら
［
天
理･

東
大
国
文
］

㉚
天
正
7 

1 

16

｢

も
し
ほ
草
か
く
あ
と
絶
ぬ
霞
哉｣

（
四
吟
、
定
家
色
紙

入
手
開
き
）
昌
叱･

藤
孝･

紹
巴･

心
前
［
天
理･

早
稲
田
伊
地
知･

九
大
細
川
］

㉛
天
正
8 

4 

22

｢

夏
山
や
滴
は
に
え
て
音
も
な
し｣

（
和
漢
）
紹
巴･

雄

･

霊
三･

藤
孝･

周
隣･

昌
叱･

心
前･

宗
及･

友
益
［
叡
山
］

㉜
天
正
9 

3 

16

｢

霞
つ
つ
有
明
に
あ
さ
の
夜
は
も
か
な
」
紹
巴･

藤
孝･

昌
叱･

心
前･

文
閑･

宗
及
ら［
天
理･

九
大
細
川･

国
会
連
歌
合
集
］

㉝
天
正
10 

1 

5

｢

な
ひ
き
そ
は
ん
行
ゑ
み
え
け
り
春
霞｣

紹
巴･

藤
孝･

日（
日
野
輝
資
（

中･

昌
叱･

烏
（
烏
丸
光
宣
（

中･

左
大
弁･

永
孝･

了
任
［
国
会
連
歌
合
集
］

㉞
天
正
10 

1 

9

｢

さ
さ
れ
石
の
巌
に
ち
き
れ
花
の
春｣

光
秀･

藤
孝･

紹
巴･
昌
叱･

秀
仍･

利
三･

秀
就･

光
慶
ら
［
書
陵
部
］（
光
秀
⑪
）

㉟
天
正
10 
7 
15

｢

墨
そ
め
の
ゆ
ふ
へ
や
な
こ
り
袖
の
露｣

（
信
長
公
追
悼
）

前･
藤　

孝･

雅
教･

勝
長･

英
怙･

禅
永･

了
玄･

宗
及
ら
［
大
阪

天
満
］

⑲ 

天
正
2 
6 
23

｢

涼
し
さ
も
う
か
ふ
こ
こ
ろ
の
い
つ
み
哉｣

藤
孝･

昌

叱･

雅
敦･
紹
巴･
玄
哉･

心
前･

宗
及･

英
怙･

兼
閑
ら［
九
大
細
川
］

⑳
天
正
2 

7 

4

｢
真
木
の
板
の
継
橋
白
し
夕
月
夜｣

（
宇
治
橋
造
営
）
紹

巴･

直（
原
田
（政･

藤
孝･
光
秀･
昌
叱･

心
前･

重
（
古
田
織
部
（

然
ら
［
熊
本
八
代
］（
光

秀
⑤
）

㉑
天
正
2
閏
11 

2

｢

大
舟
の
雪
に
静
け
き
堀
江
哉｣

（
船
中
之
御
参
会
）

藤
孝･

光
秀･

紹
巴･

昌
叱･

心
前･
英
怙･

宗
及
ら［
大
阪
天
満
］（
光

秀
⑥
）

㉒
天
正
3 

5 

1

｢

あ
さ
つ
く
日
さ
す
方
ぬ
る
る
若
葉
哉｣

紹
巴･

妙
治･

藤
孝･

昌
叱･

心
前･

英
怙･

宗
及･

紹
閑･

文
閑
ら
［
大
阪
天
満
］

㉓
天
正
4 

1 

12

｢

梅
か
か
に
ふ
れ
ぬ
袖
な
き
野
風
哉｣

（
五
吟
）
白･

藤

孝･

紹
巴･

昌
叱･

心
前
［
書
陵
部･

国
会
連
歌
合
集
］

㉔
天
正
4 

2 

3

｢

あ
け
ま
き
や
柳
の
い
と
を
春
の
か
せ｣

紹
巴･

正
繁･

藤
孝･

昌
叱･

心
前･

英
怙･

宗
及･

了
玄
ら
［
早
稲
田
大
］

㉕
天
正
4 

12 

11

｢

鴛
の
声
き
き
か
さ
ね
け
り
小
夜
枕｣

（
長
岡
与
十
郞
殿

御
方
新
造
）
紹
巴･

藤
孝･

昌
叱･

秋
共･

心
前
ら
［
大
阪
天
満
］

㉖
天
正
5 

4 

6

｢

山
高
み
越
き
て
近
し
郭
公｣

（｢

第
五｣

→
千
句
か
）

英
怙･

紹
巴･

宥
源･

宗
及･

光
秀･

藤
孝･

行
祐･

昌
叱
ら
［
内
閣
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藤
孝･

白･

紹
巴･

昌
叱･

心
前･

兼
如･

紹
与
ら［
大
阪
天
満･

天
理
］

六　

連
歌
一
覧
に
見
る
光
秀
と
藤
孝

　

右
の
連
歌
一
覧
か
ら
光
秀
と
藤
孝
の
連
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
判
る
。

Ⅰ　

同
時
期
の
光
秀
は
十
二
作
品
、
藤
孝
は
三
十
五
作
品
で
あ
る
。

Ⅱ　

両
者
が
同
座
す
る
の
は
、
永
禄
11 
11 
15
（
光
秀
①
藤
孝
①
）･

元
亀

元
3 

21
（
光
秀
②
藤
孝
⑦
）･

天
正
2 
7 
4
（
光
秀
⑤
藤
孝
⑳
）･

天

正
2
閏
11 

2
（
光
秀
⑥
藤
孝
㉑
）･

天
正
5 
4 
6
（
光
秀
⑦
藤
孝
㉖
）

･

天
正
6 

3 

10
（
光
秀
⑧
藤
孝
㉗
）･

天
正
10 
1 
9
（
光
秀
⑪
藤
孝
㉞
）

の
七
作
品
で
あ
る
。

Ⅲ　

千
句
に
つ
い
て
は
、
光
秀
は
⑩
『
五
吟
一
日
千
句
』、
⑦｢
第
五｣

と
あ
る
の
で
千
句
か
。
藤
孝
は
⑪
『
大
原
野
千
句
』、⑮
『
嵯
峨
千
句
』、

⑤｢

第
八｣

と
あ
る
の
で
千
句
か
。

Ⅳ　

藤
孝
に
は
⑫
㉛
漢
和
聯
句
（
和
漢
）
が
あ
る
。

Ⅴ　

藤
孝
は
公
卿
や
門
跡
の
連
歌
に
出
座
が
多
い
。
②･

⑥･

⑪
『
大
原

野
千
句
』
な
ど
が
公
卿
や
門
跡
と
の
連
歌
で
あ
る
。

Ⅵ　

藤
孝
は
北
野
天
満
宮
関
係
の
連
歌
に
出
座
し
て
い
る
。
禅
興
の
⑥･

⑨
な
ど｢

禅
…｣

の
連
歌
作
者
は
北
野
天
満
宮
の
連
歌
に
多
い
連
衆
名

で
あ
る
。
Ⅳ･

Ⅴ･

Ⅵ
の
出
座
は
藤
孝
が
プ
ロ
の
連
歌
師
並
み
と
い
っ

て
も
よ
い
活
躍
振
り
で
あ
る
。

Ⅶ　

藤
孝
は
両
吟
⑰･

三
吟
③･

四
吟
㉚･

五
吟
㉓
が
あ
る
。
こ
れ
は
既

述
の
長
慶
の
連
歌
の
特
色
と
よ
く
似
て
い
る
。
少
数
の
連
衆
で
連
歌
を

楽
し
む
傾
向
で
あ
る
。

Ⅷ　

光
秀
の
⑤
、
藤
孝
の
⑳
は
宇
治
橋
造
営
の
百
韻
。
脇
の
原
田
（
塙ば
ん

）

直
政
は
信
長
家
臣
、
山
城
の
分
国
守
護
、
光
秀
も
藤
孝
も
山
城
国
統
治

に
関
係
し
て
い
る
（『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』）。

Ⅸ　

藤
孝
は
合
戦
の
隙
に
古
今
伝
受
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
古
典
の
講
釈

を
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
亀
三
年
に
は
紹
巴
よ
り
『
源
氏
物
語
』

講
釈
を
聴
き
、
十
二
月
か
ら
は
三
条
西
実
枝
よ
り
古
今
集
講
釈
（
古
今

伝
受
）
を
受
け
て
い
る
。

七　

茶
会
記
に
見
る
光
秀
と
藤
孝

　

光
秀･

藤
孝
の
史
料
と
し
て
は
茶
会
記
も
有
効
な
史
料
で
あ
る
。
津
田

宗
及
の
茶
会
記
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
は
宗
及
が
招
い
た
自
会
記
と
客
と

し
て
招
か
れ
た
他
会
記
が
あ
る
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
四
月
、
光
秀

と
藤
孝
は
光
秀
の
所
領
の
丹
波
と
藤
孝
の
所
領
丹
後
ヘ
互
い
に
招
き
合
っ

て
天
橋
立
を
飾
り
船
で
遊
覧
し
、
文
珠
堂
に
参
詣
し
た
。
こ
の
旅
行
に
連



290

歌
師
の
紹
巴
と
茶
の
湯
の
宗
及
が
同
行
し
た
。
そ
の
時
の
茶
会
を
書
き
留

め
た
宗
及
の
他
会
記
で
あ
る（
（1
（

。

四
月
九
日

ニ
、丹

波
亀
山

ヨ
リ

奥
郡
へ
通
申
路
次
中

ニ
而
、方

々
振
舞
有
之
、

　
　

 

四
月
十
日
朝
、
福
地（
知
（

山
に
て
明
知
弥
（
三
宅
秀
満
（平

次
殿
之
振
舞
、
七
五
三

ノ
膳
也
、

　
　

四
月
十
一
日
朝
、
従
福
地
山
罷
候
也
、

　
　

惟
任
殿
御
供
申
候
、
路
次
に
て
福（
愛
宕
山
下
坊
（

寿
院
振
て
福
寿
院
振
舞
、

　
　

 

茶
屋
ヲ
立
テ
、
生
鮎･

生
鯉･
鮒
せ（

泉

水

（

ん
す
ひ
を
俄
用
意
に
て
、
魚
共

を
は
な
さ
れ
候
、
是
モ
七
五
三
、
色
々
様

ニ々
振
舞
也
、

　
　

同
四
月
十
二
日
之
朝
、
長
岡
与
壹
郞
殿
之
振
舞

　

一
御
人
数　

惟
任
日
向
守
殿
父
子
三
人

　
　
　
　
　
　

長
岡
兵（
藤
孝
（部

太
夫
殿
父
子
三
人

　
　
　
　
　
　

紹
巴　

宗
及　

宗（
山
上
（二　

道
是

　
　

本
膳
七

ツ
、二
膳
五

ツ
、三
膳
五

ツ
、四
膳
三

ツ
、五
膳
三

ツ
、引
物
二
色
、

　
　

以
上
七

ツ
、
菓
子
む
す
ひ
花
に
て
か
さ
り
、
十
一
種
也
、

　

一 

御
酒
半

ニ
、
地
蔵
行
平
之
太
刀
、
従
与（
細
川
忠
興
（

一
郞
殿
日
向
殿
へ
御
進
上
候
也
、

　
　

 

同
日
十
二
日
之
巳
之
刻

ニ
、
九
世
戸
へ
見
物
、
か
さ
り
船
に
て
、

幷
橋
立
之
文
珠
に
て
御
振
舞
有
之
、

　

一
俄
夕
立
之
雨
ふ
り
て
、

　
　
　
　

 

夕
立
の
け
ふ

ハ
は（
刃
（ハ（
早
（や

き
切
（
永
島
福
太
郎
氏
注
（

戸
哉　

 

兵
部
太
夫
殿
藤
孝

（
天
正
九
年
）

　

一
紹
巴
ト
日
向
殿
ト
太
夫
殿
ト
連
歌
ア
リ
、

　
　
　

九
世
戸
之
松
ニ
な
へ
松
と
い
ふ
松
也
、
就
其
ノ
発
句
ア
リ
、

　
　
　

う
ふ
る
て
ふ
松
ハ
千
年
の
さ（
早
苗
（

な
え
哉　
　
　

 

光
秀

　
　
　

夏
山
う
つ
す
水
の
み
な
か
ミ　
　
　
　
　
　

 

藤
孝

　
　
　

夕
立
の
あ
と
さ
り
け
な
き
月
見
へ
て　
　
　

 

紹
巴

　
　

同
四
月
十
四
日
朝 

安
土

宮
内
法
に
て

　
　

同
四
月
十
五
日

ニ
堅
田
に
て
、
明
知（
明
智
秀
貞
（

半
左
衛
門

　
　

同
四
月
十
七
日
、
朝

ヨ
リ

其
夜
留
テ
、
紹
巴
振
舞
、

　

こ
の
旅
行
が
象
徴
す
る
よ
う
に
光
秀
と
藤
孝
は
親
密
に
行
動
し
て
い

た
。
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）、
足
利
義
昭
を
擁
し
た
信
長
の
上
洛
も

光
秀･

藤
孝
の
画
策
に
よ
っ
て
成
功
し
た
。
上
洛
後
、
信
長
は
京
都
の
朝

廷
や
公
家
と
の
交
渉
を
光
秀
と
藤
孝
に
任
し
て
い
た
。
二
人
は
必
要
に
応

じ
て
河
内
の
畠
山
氏
や
摂
津
の
大
坂
本
願
寺
な
ど
、
畿
内
周
辺
の
合
戦
に

出
陣
し
た
。
と
こ
ろ
が
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
京
都
の
北
西
に
隣
接
す

る
丹
波･

丹
後
に
信
長
の
攻
略
が
開
始
さ
れ
る
と
光
秀
と
藤
孝
に
出
陣
を

任
せ
た
。
丹
波･

丹
後
に
は
朝
廷
や
公
家
の
荘
園
が
存
在
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

　

同
年
十
一
月
、
丹
波
国
多
紀
郡
八
上
城
（
兵
庫
県
篠
山
市
）
の
波
多
野

秀
治
と
と
も
に
氷
上
郡
黒
井
城
（
兵
庫
県
丹
波
市
）
の
赤
井
忠
家
（
悪
右

衛
門
）
を
攻
め
た
。
し
か
し
翌
年
天
正
四
年
正
月
、
波
多
野
秀
治
が
信
長
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軍
か
ら
離
反
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
丹
波
攻
撃
は
休
止
し
た
。
五
年
、
亀

山
城
（
京
都
府
亀
岡
市
）
丹
波
侵
攻
の
基
地
と
し
て
築
城
を
始
め
、
七
年

二
月
本
格
的
に
丹
波
に
進
駐
し
、
五
月
、
氷
上
城
（
兵
庫
県
丹
波
市
）
を

落
と
し
、
六
月
、
八
上
城
の
波
多
野
秀
治
を
降
し
、
八
月
、
黒
井
城
の
赤

井
忠
家
を
降
し
た
。丹
後
も
同
じ
よ
う
な
侵
攻
で
信
長
の
支
配
地
と
な
り
、

光
秀
に
丹
波
が
、
藤
孝
に
丹
後
が
所
領
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

天
正
九
年
四
月
の
天
橋
立
旅
行
は
こ
う
し
た
光
秀･

藤
孝
の
自
領
を
巡
る

旅
行
で
あ
っ
た
。

八　

光
秀
の
千
句
連
歌
「
五
吟
一
日
千
句
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

千
句
は
三
日
間
、
初
日
三
百
、二
日
目
四
百
、三
日
目
三
百
。｢

一
日
千

句｣

の
例
、『
細
川
千
句
』
文
安
年
間
～
天
文
年
間
管
領
細
川
氏
一
族
や

家
臣
が
五
座
に
分
か
れ
、
二
月
二
十
五
日
天
神
忌
に
一
日
で
二
百
韻
、
計

千
句
連
歌
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は｢

二
月
廿
五
日
一
日
千
句｣
と

も
呼
ば
れ
た（
（（
（

。
他
に
も
、
近
世
の
例
で
あ
る
が
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

十
二
月
七
日
、
大
阪
平
野
の
豪
商
、
末
吉
宗
伴･

末
吉
宗
信･

中
瀬
常
興

･

奥
野
良
弘
の
一
日
千
句
の
例
が
あ
る
。
原
懐
紙
が
大
阪
平
野
の
杭
全
神

社
（
大
阪
市
平
野
区
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
一
日
千
句
は
制
限
時
間
内

に
多
数
の
句
を
詠
む
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、後
の｢

西
鶴
大
矢
数
」

な
ど
の
原
点
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

時
間
制
限
な
の
で
、
そ
れ
な
り
の
特
徴
が
あ
る
。｢

五
吟
一
日
千
句｣

の
翻
刻
を
ざ
っ
と
試
み
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、
雨
冠
の
文
字
の
多
い｢

降

物｣
｢

聳
物｣

の
句
材
が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
。『
連
歌
新
式
』
に
、

　
　

｢

聳
物｣

霞･

霧･

雲･

煙
如
此

聳
物

〔
可
隔
三
句
物
〕、

　
　

｢

降
物｣

天･

露･

霜･

霰
如
此

降
物

〔
可
隔
三
句
物
〕

と
あ
る
。
十
分
な
翻
刻
で
は
な
い
が
、雨
冠
の
句
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
、

連
歌
実
作
に
詳
し
い
光
田
和
伸
氏
か
ら
降
物･

聳
物
の
句
去
は
三
句
去
り

な
の
で
、
時
間
制
限
の
時
に
は
付
け
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
唆

を
得
た
。
試
し
に
無
作
為
に｢

五
吟
一
日
千
句｣

の
第
五
の
初
折
表
～
二

折
裏
の
部
分
を
翻
刻
し
て
提
示
す
る
。

　
　
　

第
五 

三
字
中
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
句 

材
）

　
　

く
も
ら
さ
ぬ
月
は
心
の
か
ゝ
み
哉　
　
　
　
　

光
秀

　
　

木
葉
か
き
や
る
秋
の
池
水　
　
　
　
　
　
　
　

昌
叱

　
　

や
ゝ
寒
き
流
に
風
の
吹
落
て　
　
　
　
　
　
　

秀
就

　
　

暮
果
ぬ
れ
は
螢
す
く
な
き　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

　
　

分
か
へ
る
竹
の
下
道
末
遠
み　
　
　
　
　
　
　

心
前

　
　

い
く
村
か
け
て
い
そ
く
旅
人　
　
　
　
　
　
　

秀

　
　

山
は
雲
狩
衣
に
や
重
ぬ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　

叱　
　
　

 （
聳
）
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岑
よ
り
み
ね
に
た
と
り
行
袖　
　
　
　
　
　
　

就

　
　

ウ 
あ
ら
し
た
る
畑
も
さ
す
か
に
跡
有
て　
　
　
　

巴

　
　

爰
か
し
こ
な
る
陰
の
松
か
き　
　
　
　
　
　
　

前

　
　

み
し
は
皆
う
つ
ろ
ひ
果
る
古
里
に　
　
　
　
　

秀

　
　

雪
の
あ
は
れ
を
お
し
む
一
年　
　
　
　
　
　
　

叱　
　
　

 （
降
）

　
　

み
よ
し
野
や
い
つ
か
は
又
も
分
な
ま
し　
　
　

就

　
　

と
ひ
捨
か
へ
る
隠
家
の
友　
　
　
　
　
　
　
　

巴

　
　

い
に
し
へ
の
事
か
た
ら
な
ん
子
規　
　
　
　
　

前

　
　

名
は
き
ゝ
な
か
ら
へ
た
ゝ
り
て
行　
　
　
　
　

秀

　
　

ま
め
人
は
誰
に
契
の
中
な
ら
ん　
　
　
　
　
　

叱

　
　

我
こ
と
く
な
る
恨
や
は
あ
る　
　
　
　
　
　
　

就

　
　

こ
と
の
は
の
花
咲
を
の
み
羨
て　
　
　
　
　
　

巴

　
　

思
ふ
も
遠
し
九
重
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

前

　
　

行
月
の
か
け
や
霞
の
こ
め
ぬ
ら
ん　
　
　
　
　

秀　
　
　

 （
聳
）

　
　

う
か
ひ
て
高
き
波
の
あ
は
嶋　
　
　
　
　
　
　

叱

　
　

二
オ

み
つ
汐
に
釣
す
る
舟
の
誘
は
れ
て　
　
　
　
　

前

　
　

袖
絶
々
の
あ
し
は
ら
の
道　
　
　
　
　
　
　
　

巴

　
　

秋
霧
や
田
面
の
末
に
ま
よ
ふ
ら
ん　
　
　
　
　

就　
　
　

 （
聳
）

　
　

妻
に
を
く
る
ゝ
さ
を
し
か
の
声　
　
　
　
　
　

前

　
　

野
分
せ
し
色
に
か
た
〳
〵
分
侘
て　
　
　
　
　

秀

　
　

み
た
れ
臥
た
る
露
の
竹
垣　
　
　
　
　
　
　
　

叱　
　
　

 （
降
）

　
　

降
つ
も
る
雪
か
と
見
れ
は
夜
半
の
月　
　
　
　

巴　
　
　

 （
降
）

　
　

真
砂
地
か
け
て
明
わ
た
る
そ
ら　
　
　
　
　
　

秀

　
　

跡
先
に
汀
の
雁
の
立
別
れ　
　
　
　
　
　
　
　

前

　
　

霞
へ
た
つ
る
舟
仄
か
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

巴　
　
　

 （
聳
）

　
　

青
柳
の
中
に
遠
よ
る
春
の
浪　
　
　
　
　
　
　

叱

　
　

末
は
外
面
に
つ
ゝ
く
藤
か
え　
　
　
　
　
　
　

就

　
　

夏
来
て
も
砌
の
こ
て
ふ
去
や
ら
す　
　
　
　
　

秀

　
　

雨
の
名
こ
り
の
露
の
閑
け
さ　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　

 （
降
）

　
　

二
ウ

そ
よ
め
け
る
竹
の
末
葉
も
霧
こ
め
て　
　
　
　

巴　
　
　

 （
聳
）

　
　

向
ひ
更
せ
る
月
の
山
の
は　
　
　
　
　
　
　
　

叱

　
　

打
か
た
る
今
宵
の
ほ
と
の
い
か
斗　
　
　
　
　

就

　
　

新
手
枕
は
あ
く
る
度
　々
　
　
　
　
　
　
　
　

秀

　
　

恥
か
は
す
心
深
さ
を
う
ら
み
侘　
　
　
　
　
　

前

　
　

文
の
か
へ
し
は
た
か
筆
の
跡　
　
　
　
　
　
　

巴

　
　

い
は
け
な
き
け
は
ひ
は
き
く
も
あ
や
し
き
に　

叱

　
　

立
よ
る
か
た
は
小
柴
ゆ
ふ
陰　
　
　
　
　
　
　

前

　
　

所
々
休
ら
ひ
か
ち
に
伴
ひ
て　
　
　
　
　
　
　

秀

　
　

虫
の
ね
し
た
ふ
裾
野
は
る
け
し　
　
　
　
　
　

就

　
　

そ
こ
と
な
く
月
に
枕
や
定
ま
し　
　
　
　
　
　

巴
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な
ひ
き
合
た
る
道
の
色
草　
　
　
　
　
　
　
　

叱

　
　

花
ふ
さ
は
風
の
ま
に
〳
〵
落
添
て　
　
　
　
　

前

　
　

春
の
行
ゑ
そ
水
の
儘
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

秀

　

連
衆
は
光
秀
の
他
、
紹
巴･

昌
叱･

心
前
と
い
う
当
時
超
一
流
の
連
歌

師
で
あ
り
、
秀
就
は
光
秀
の
家
臣
か
明
智
一
族
の
一
人
で
、
光
秀
の
目
に

適
っ
た
連
歌
上
手
の
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
し
ろ
選
ば
れ
た
連
歌

上
手
に
よ
る｢

五
吟
一
日
千
句｣
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
光
秀
の
連
歌
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
と
同
時
に
、
私
は
藤
孝
へ
の
競
争
心
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。

九　

本
能
寺
の
変
と｢

愛
宕
百
韻｣

　

本
能
寺
の
変
に
つ
い
て
、
野
望
説･

怨
恨
説･

朝
廷
の
関
与･
黒
幕
説

･

義
昭
の
関
与･

黒
幕
説
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（
（1
（

。
江
戸
中
期
の
随
筆
『
常

山
紀
談
』『
三
暁
庵
随
筆
』
な
ど
で
は
、｢

天
が
下
な
る｣

か｢

天
が
下
知

る｣

か
、
解
釈
も
喧
々
囂
々
で
あ
る
。｢

愛
宕
百
韻｣

に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
論
じ
た
い
の
で
本
稿
で
は
差
し
控
え
る
が
、
私
見
を
少
し
述
べ
る

と
、
光
秀
は｢

愛
宕
百
韻｣

の
張
行
中
に
、
信
長
へ
の
失
望･

怨
恨･

恐

怖
が
徐
々
に
沸
き
起
こ
り
、
十
分
な
準
備
期
間
も
な
い
ま
ま
に
信
長
襲
撃

を
決
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
突
然
の
決
行
ゆ
え
、
同
調
者

も
な
く
山
崎
合
戦
の
敗
北
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
考
察
の
理
由
は
述
べ
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
光
秀
の
脳
裏
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
永

遠
の
謎
で
あ
る
が
、
稿
を
改
め
て
、
連
歌
の
宗
教
性
と
光
秀
の
連
歌
に
つ

い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

な
お
本
稿
は
、
令
和
元
年
十
月
二
十
七
日
、
聖
心
女
子
大
学
で
行
わ
れ

た
俳
文
学
会
大
会
で
の
発
表
に
基
づ
く
。
研
究
発
表
で
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
方
々
、
大
会
運
営
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

〔
注
〕

（
1
）　

鶴
﨑
裕
雄｢

連
歌
復
興
現
代
史 

昭
和
五
十
六
年
～
平
成
二
十
二

年｣

『
平
野
法
楽
連
歌
』
和
泉
書
院　

平
24
。
山
村
規
子｢

現
代
連
歌

復
興
活
動
の
歴
史（
一
九
八
〇
～
二
〇
一
六
）｣

小
村
典
央『
連
歌
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
』　

大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
中
学
校 

平
31
。

（
2
）　

同
右
。

（
3
）　｢

連
歌
比
況
集｣

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
連
歌
論
集 

能
楽

論
集
俳
論
集
』
小
学
館 

平
13
。

（
4
）　

鶴
﨑
裕
雄｢

伊
勢
山
田
に
お
け
る
連
歌
師
宗
長｣

島
津
忠
夫
先
生

古
稀
記
念
論
集
『
日
本
文
学
史
論
』
世
界
思
想
社 

平
9
。

（
5
）　

鶴
﨑
裕
雄｢｢

西
郡
千
句｣

と
三
河
西
郡
衆｣

『
戦
国
の
権
力
と
寄
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合
の
文
芸
』
和
泉
書
院 

昭
63
。

（
6
）　

鶴
﨑
裕
雄｢

三
好
長
慶
の
連
歌｣

今
谷
明･

天
野
忠
幸
監
修
『
三

好
長
慶
』
宮
帯
出
版
社 

平
25
。

（
7
）　

鶴
﨑
裕
雄｢
古
田
織
部
の
連
歌
と
茶
の
湯｣

『
茶
の
湯
文
化
学
』

23 

茶
の
湯
文
化
学
会 
平
27 ･

3
。

（
8
）　
『
和
歌
山
県
史 

中
世
』
和
歌
山
県 

平
成
6
。

（
9
）　

鶴
﨑
裕
雄｢

天
下
人
の
和
歌･

連
歌｣

『
文
化
科
学
研
究
』
30 

中

京
大
学
文
化
科
学
研
究
所 

平
31
。

（
10
）　
『
茶
道
古
典
全
書
』
第
七
巻 

淡
交
社 
昭
34
。

（
11
）　

鶴
﨑
裕
雄｢｢

細
川
千
句｣

管
領
と
細
川
氏｣

｢｢

二
月
廿
五
日
一

日
千
句｣

（
細
川
千
句
三
つ
物
）
と
細
川
政
元｣
『
戦
国
の
権
力
と
寄
合

の
文
芸
』
前
掲
。

（
12
）　

谷
口
克
広
『
検
証
本
能
寺
の
変
』
吉
川
弘
文
館 

平
19
。

 

（
つ
る
さ
き　

ひ
ろ
お
／
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）


